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293　 　　 子宮頸部上皮内腫瘍 に 対す る各種 レ ー

ザ ー療法 後 の 遠 隔 治療成 績

294　 　　 多の う胞性卵巣に対す る卵巣 くさび

状切除術と腹腔鏡下卵巣 Mu1 七 iple 　 Puneh

ResectiOll の 効果に つ い て

北 里大学 医学 部

脇田邦夫 ， 蔵本 博行 ，佐 々 木紀 充 ， 釼持 　稔 ，

鈴木 　真 ，新井 正 夫

九州大学生体防御医学研究所

宇津宮隆史 ， 角沖久夫 ， 是永　進 ，

〔目的 〕子宮 頸部 上 皮内腫 瘍及 び 微小浸潤 癌疑 性

に 対 し ， 保存療法 と し て の 各種 レ
ーザ ー療法 を 行

い ，有用 性 に つ い て 検 討 し た 。 〔方法 〕診 断 が 確

実 な 上 皮内腫 瘍 に は ，外来 診療 室 で 各種 レ
ーザ ー

蒸散 法 （YAG ，　 CO2 ， YAG ／ CO2 ）を行 つ た 。

診 断 の 不 確実 ， ま た は 浸潤が 疑 わ れ る もの に は 診

断 と 治 療 を 兼 ね た 方 法 と し て 独 自 に 開発 し たYAG

u 一
ザ

ー
円錐切 除法 と し た 。 〔成績 〕対象 は 治 療

後 6 ヵ 月以 上 を 経 過 し た もの と し ，蒸 散 で ，異 形

成 187 例 （軽 度 ； 25 ，中等 度 ： 77 ，高度 ；85 ）

と 上 皮 内癌 42 例 ，計 229 例 ，円錐 切 除法 で ， 同

様 に 17 例 （3 ，
3

，
H ）， 10 例 ， さ ら に 微 小浸

潤癌 疑性 18 例 ，計 45 例 ， 総 計 274 例 で あ る 。

蒸散法 の 初 回 治 療 成 績 は ，異形 成 で 92．5 ％ ， 上

皮内癌 92 ．9 ％ ，経 時 的成 績は ，上 皮化 が 安 定する

10 週 で は 異形成 186 例 中 93 ．5 ％
， 上 皮内癌 42

例 中 92．9 ％
，

1 年 で は そ れ ぞ れ 156 例 中 98 ．7 勉

33 例中 100 ％ で あ っ た 。 3 年 （67 例 ， 7 例 ），

5 年 （17 例 ， 2 例 ）で は 100 ％ と 良好 で あ る
。

V 一ザ
ー

機 種 間 で 有意差 は 認 め ず，ま た 初 回 遺残

17 例 は 再蒸散等で 治 癒 し た 。円切法後 の 組織 検

索 に よ る術 前 ・徳 後 の 正 診率 は 82，2 ％ で ， 内 9例

に浸潤 （Ia ； 8 ，
　 Ib ； 1 ）を 確認 し ，浸 潤 例 に

は 追 加 開 腹 手術 を 行 っ た 。 ま た ，初 回治療成績及

び 経 時的治 療成績 （10 週 ； 45 例 ，
1 年 ； 33 例 ，

3 年 ；9 例 ）と も 100 ％ と 極 め て 優秀 で あ る 。 副

作 用 は 両 者 と も軽微 で あ る 。 〔結論 〕レ
ー

ザ
ー蒸

散 法 に 加 え ， 独 自の 円 切法 の導入 に よ り，本法 の

応用 範 囲 は 拡 ま り ， さ ら に は 長 期観 察 に よ る 良好

な 治療成績 か ら確立 さ れ た 保 存療法 と 思 わ れ る 。

〔目的〕多の う胞性卵巣 （pco ）に 対する くさび

状切除術 （WR ）と新し く開発 した腹腔鏡下卵巣

Mul 七iple 　 Punch 　 Resee 七 ion 　（MPR ）の 治

療効果 の 比較を行い 、 MPR の 有用性を検討する 。

ま た WR や MPR の奏効機序を血 中ホ ル モ ン値の

動態に よ り検 討 す る ，　　 〔方 法〕 当科不妊

外来を訪れ た無排卵周期症か ら第 1度無月経症の

62 例で 、 その うち 50 例に従来の 方法で ある

WR を 、 12 例に MPR を行 っ た 。
　 MPR は腹腔鏡

下にそ れぞ れの卵巣に 5〜 8 ヵ 所 Punching を

行 っ た 。 また術前 ， 術後に わた り可及的連 日採血

を行い 、 血中 LHI 　FSH
，　
Test 。 sterone （T）

の 測定を行 っ た 。 　〔成績〕術後自然排卵が 認め ら

れ たの は WR 群 50例中 24 例 48 ％ ，
　 MPR 群 12

例中 10 例 8　Stで あ っ た。 また 、 妊娠に成功 した

の はWR 群 50 例中 26 例 52 ％，
　 MPR 群 12 例

中4例 53 ％で あ っ た Q 連日採血 を行 っ た結果、

WR 群は T が術後 1 日目か ら4 日目に かけて急激

に 減少 し 、 そ の後 、 徐 々 に もとに もど っ た 。
LH 。

FSH は 著明な変化はなか っ た。
　 MPR 群で は T

，

LHe 　 FSH ともに 有意の 変動は認め られ なか っ た。

〔結論〕 PCO に 対して は、 従来行われ て い る

WR と同様 、 新 し く開発した腹腔鏡下 MPR の 治

療成績は 、 術後排卵率 ， 妊娠率 ともに優 れて い た。

開腹に よる癒着や入院期間再手術の可能性等を考

え る と MPR は PCO の 治療と して WR 以上に有用

で ある と思わ れた 。 ま たそ の奏効機序は WR とは

異 なる こ とが血中ホ ル モ ン値の動態に よ り推測さ

れ た o
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